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  資料 建１２－３ 


BLC合同部会スケジュール 


2017/09/22 


開催場所 国立オリンピック記念青少年総合センター 


渋谷区代々木神園町 3-1 


研修室等 


 


 


 


 


9月 22日 


(金曜日) 


 


 


17:30~18:00 集合(センター棟 1階エントランスホール) - 


18:00~18:05 事務局から研修説明(池田) 


18:05~19:20「各部会の進捗状況の報告」 


説明：各部会長、WG主査 


        (注)運用部会は事務局(水澤) 


19:20~19:30「現状の課題と討議テーマの概要」 


説明：寺本       記録：水澤、山中 


センター棟 


5階 5A 


 


 


 


19:30~19:40 D棟 9階レストラン「さくら」へ移動 


19:40~21:45  夕食と意見交換 


21:45~    自由時間・就寝 


D棟 9階 


さくら 


 


 


 


 


 


9月 23日 


（土曜日） 


午前の部 


~8:00までに 各自で朝食  


8:00~8:30   荷物を持ってセンター棟に移動 


D棟 1階フロントに鍵を返却 


 


 


8:30~10:30 「BIMオブジェクト標準の確立に向けて」 


■建築と設備のオブジェクト表現の調整 


■データの正確さと責任 


討議 


説明：寺本、山中    記録：池田、水澤 


 


 


 


 


 


 


 


 


センター棟


5階 5A 


 


 


10:30~10:45  ＜休憩＞ 


10:45~12:00 「ビジネスモデルの構築とその将来に向けて(1)」 


■ビジネスモデル 


■マーケティングリサーチ案 


■メーカー・ユーザーのメリットを考える 


■発注仕様の概要 


             ■将来構想 


説明：寺本       記録：水澤、池田 


 


9月 23日 


（土曜日） 


午後の部 


 


12:00~13:00   ＜昼休み＞  


13:00~15:00 「ビジネスモデルの構築とその将来に向けて(2)」 


 討議 


進行：寺本       記録：山中、水澤 


センター棟


5階 5A 


 


 15:00    会議終了後、解散  


 


  







■BLC合同部会の目的 


・今年度の活動の進捗の確認と課題の把握 


・部会間の密接な情報交換と部会間の調整、無情報共有 


・部会で充分な議論がなされていない内容の集中的討議 


・課題の解決、今後に向けての討議 


 


■「各部会の進捗状況の報告」 


ここでは部会長等から、各部会から１５分程度で進捗状況の報告をお願いします。 


 


■「現状の課題と討議テーマの概要」 


ここでは、事務局が把握する課題と討議テーマの抽出を説明します。 


 


■「BIMオブジェクト標準の確立に向けて」 


ここでは今年度末までに予定する BIM オブジェクト標準の確立に関して、建築部会、設


備部会、運用部会から提出された次の課題の中から、◎印のテーマを掘り下げて議論をす


る予定です。 


 


◎建築と設備のオブジェクト表現の調整 


・用語定義と仕様表現の共通化・統一化 


・画面表示は文字としても、システムではコード(ID)活用を図れるのか 


・ジェネリックオブジェクトからメーカーオブジェクトへの切り替え 


・NBS(英国 National Building Standard)/ヨーロッパ設備標準(EMCS)との整合 


◎データの正確さと責任 


 


■「ビジネスモデルの構築とその将来に向けて」 


ここではビジネスモデルについて再度確認していただくとともに、下記のテーマのうち◎


印のものについて掘り下げた議論をする予定です。 


 


◎ビジネスモデル 


◎マーケティングリサーチ案 


◎メーカー、ユーザーのメリット 


・メーカーなどへのＰＲ戦略 


◎発注仕様の概要 


・目標とする機器・製品コンテンツの範囲 


◎将来構想（ライブラリーの対象範囲と利用形態等） 
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BLC合同部会 議事録（案） 


日時：2017 年 9月 22 日 18 時～23日 15 時  


場所：オリンピック記念青少年総合センター 


参加者 


組織名 肩書き 名前 所属名 役職 


在り方 


部会 
部会長 安田 幸一 東京工業大学理工学研究科 教授 


  副部会長 山下 純一 (一社)buildingSMART Japan 代表理事 


建築部会 部会長 志手 一哉 芝浦工業大学建築学部建築学科 教授 


  WG 主査 木村 謙 エーアンドエー㈱研究開発部 部長 


  WG 主査 高橋 暁 (国研開)建築研究所 グループ長 


  ＴＦ主査 足達 嘉信 (一社)buildingSMART Japan 
技術統合委員会 


リーダー 


設備部会 副部会長 鈴木 義夫 株式会社ベイテクノ 取締役社長 


  WG１主査 焼山 誠 株式会社大林組 主席技師 


  WG２主査 谷内 秀敬 (一社)buildingSMART Japan 
設備環境小委員会 


リーダー 


事務局 事務局長 寺本 英治 建築保全センター   


    池田 雅和 建築保全センター   


    山中 隆 建築保全センター   


    水澤 久夫 建築保全センター   


 


配布資料 


１． BLC在り方部会 安田幸一（東京工業大学） 


２． 建築部会 志手 一哉（芝浦工業大学）  


ドア・窓・（使用属性項目）検討結果 


３． H２８年度設備部会報告 首都大学東京 准教授 一ノ瀬雅之 


BIM ライブラリーコンソーシアムの活動と展望 


BIM ソフト ジェネリックオブジェクト対応一覧表（入力） 
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「Stem Prameters」/「NBS National BIM Library」Comparison table 


(Chiller・Boiler・AHU・Sanitary・All)〔資料設 WG8-5〕 


４． BLC運用部会 山本 康友（首都大学東京） 


準備・構築・運用体制の概要 2017/9/11 


構築・運用に関する規約・仕様の概要 


「BIM ライブラリー利用規約」（案）、「データ提供規約」（案） 


５． ビジネスモデルの構築とその将来に向けて 2017/9/22 合同部会 


６． BIMオブジェクト標準仕様検討① 2017/9/22 合同部会 


７． BIMオブジェクト標準仕様検討② 2017/9/22 合同部会 


８． BIMオブジェクト標準仕様検討③ 2017/9/22 合同部会 


９． 準備・構築・運用体制の概要 2017/9/21 


BIM ライブラリー利用規約、オブジェクト提供規約などの位置付け 


１０．２段階のデータ構築 


   NBS BIM オブジェクト標準と国際 BIMオブジェクト標準の比較-1&2（2016/6/15） 


 


■「各部会での進捗状況の報告」 


＊在り方部会 配布資料１を基に説明 


・BLCオブジェクト標準は、NBSBIMオブジェクト標準と整合を図りつつ、年度内確立を


目指す。 


・2018年度早期にはサイト事業者の募集を行う。 


その準備のためマーケットリサーチ、ヒアリング、コスト試算等を行い、今年度末ま


でには発注要件定義、発注仕様書の作成を行う。又、体制構築、事業候補者へも働き


かけを行う。 


・ヒアリングをどこに行うのか、アンケートをどこに行うのか議論。 


マーケティングリサーチ企画書（案）を説明。 


日本能率協会の本を参考にし、項目として 


１．タイトル（BIM ライブラリーのフィージビリティ―に関する調査）～８．調査ス


タッフ迄を出す。 
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・アンケートは BIM ライブラリー運営の実施の調査だが、もう一つ PR の意味がある。 


・ユーザーにもメーカーにも BLC に加入したときのメリットを明確にしていくことも


大事な事。そのためにも調査先を誰にするのかを定めるのは大事な事。 


・文部科学省においても教育について、IOT/BIMについて予算化の話が進み出してきた。 


そして、オーナーが動き出した案件もある。 


 


＊建築部会 配布資料２を基に説明 


総会の時の報告（抜粋） 


現状と課題 


・やってみると、合意事項の必須項目と推奨項目で、はまりが良くない。 


・スケジュールが遅れ気味、。次に壁、床、天井がスタート、常設的なものが終わった


ら、仮設的なものをオブジェクトとして考えたい。日建連とも意見交換を考える。 


P8 議論した内容（１～５）プロパティの記述はテキストにすることに決めた。 


・IFC 以外 COBie は NBS オブジェクトとして標準化された項目であり、建築部会オン


リーではなく BLC 全体としての議論が望ましい。NBS Generalも同じ考え方。 


・NBS Dataは、オブジェクトのタイプ別に異なる項目。P10のセクション 3＆4も BLC


での議論が望ましい。 


P11 ①②③④のそれぞれについてジェネリックオブジェクトにするのか、メーカーオ


ブジェクトにするのか議論をして部会として決定をする。 


 


・建築 BIMソフトのオペレーションができる人材を事務局においてほしい。 


データーの整備で、よい資料の作成をお願いしたい。それによりワーキングでスムー


ズな議論が出来る。 


・BLC としてのオブジェクト標準の概略が見えない。NBS 標準に従うのか、BLC 独自を


考えるのか、BLCとして形を決めて早く発信すれば他のメーカーも動きやすい。 


・プロパティグループの分類や内容はは NBS に従うのか、BLC として決定を希望する。 


・ソフトベンダーへの協力の依頼を BLCとしてプッシュしてほしい。 


・ジェネリックオブジェクト/メーカーオブジェクトで必須項目/推奨項目/その他の項


目のマトリクス、メーカーと共に詰めていくと、当てはまらない内容がある。 


言葉はそのままにして、入れる中身を変えることで考える。 
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建築の場合は、契約の時に入っていなければいけない項目を必須としている。 


・必須項目の解釈を建築＆設備ですり合わせをする。 


＊設備部会 配布資料３を基に説明 


StemWG 1/2＆StemWG 2/2を説明 


・Stem作成時は維持管理を考えておらず、∴COBieに絡んだ属性は皆無。 


・空調機での属性項目はかなり多い。区分けをしての議論も考えたい。 


BE-Bridgeの説明 


・データー交換仕様で 


「ダクト」「配管」「電気」「機器」「建築」「空調器具」の属性情報交換が可能。 


・Ver.7では形状図面中心での変換で進めてきた。Ver.8では属性項目の追加等を予定。 


グローバル化での BE-Bridgeの利活用も検討したい。 


 


2017年 9月 23日午前の部 


＊運用部会 配布資料４を基に説明 


・BIM オブジェクト登録申請書（仮）、BIM オブジェクト登録チェックソフト（仮）、サ


イト作成・運用規約（仮）、BIM ライブラリー構築規約・運用規約（仮）、BIM ライブ


ラリー構築・運用仕様書（仮）の必要性が見えてくる。 


・データーの精度とそれに伴う不具合発生時の責任について課題が出てくる。 


・BLCユーザーとサイト事業者の関係、メーカーとサイト事業者の関係にも契約が必要


なのか、検討材料となる。 


・Webサイトの試行運用始めると、検証に伴う問題点が出てくることも考える。運用を


開始すると、不具合データーの指摘、製品の製造あるいはメンテの中止、マーケット


情報報告等、情報のやり取りが出てくる。それに伴う契約事が発生してくる。 


・＜構築・運用に関する規約・仕様の概要＞として１～１７までの項目を出す。 


 


■「現状の課題と討議テーマの概要」 


・設計者、ゼネコンがメーカーオブジェクトの提供は考えているのか？ 


→レアであるが、一様入れている。 
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・ゼネコン、設計事務所が申請するオブジェクトは、ユーザーオブジェクトという位置


付けにしたらどうだろうか？ 


→メーカーオブジェクトはやはり製造者側が作成した方が良い。混同しない為、そし


て保障の為にも。 


まずはメーカーオブジェクトはメーカーが、ジェネリックオブジェクトは BIMベンダー


が作成して頂くのが狙いです。 


・データーをダウンロード形式で使いのか？クラウド形式で使うのか？ 


 →マーケティングリサーチ（アンケート）で聞く予定です。  


・１０．メーカーのウェブサイトとの関係の記述で、BLCサイトとメーカーサイトでど


こまで同期させるのか？ 


→課題抽出して検討する。 


・サイト事業者は 1 社あるいは複数なのか？ 


 →ライブラリーを入れるサイトは１社を考える。関連サイト（ex積算等）は考える 


・作成チェックソフトの位置付けは、どのようになっているのか？ 


→作成チェックソフトは BLC側のもの。貸与をしてチェックは、オブジェクト作成申


請側にしていただく。 


・アーカイブに対しての対応稼働するのか？ 


 →時間的に、ファイルとしてどこまでさかのぼれるのか、問題がある。 


・BLCサイトに乗せるのは誰が判断をするのか？ 


→BLC内で掲載判断委員会（仮称）の組織を設けることが必要と考える。委員会の形


態はこれからの議論とする。 


・メーカーがオブジェクトを登録するに、費用は掛かるのか？ 


 →取ることで考えるが、詳細はこれからの検討事項である。 


・海外情報（BSDDあるいは ISO/16757（設備）)との関係はどのように考えるのか？ 


→まずは国内標準で考えていく。何を項目として定義しているか（説明書）を作成す


るとよい。 


・サイバー攻撃、ウイルス攻撃に対する免責を明記した方が良い。 


・使用言語のレパートリーについてはどのように考えるのか？。 


→まずは日本語からスタート、そして 2段階目で英語の採用を考える。規約だけは英


語でも早く作る検討をしたい。 
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＜2段階のデーター構築＞ 配布資料１０を基に説明 


・第 1段階は、NBS 2.8.5＜オブジェクトは、ユーザー定義の追加プロパティを持つこ


とができる＞の活用を想定する。 


・ユーザーは、国内を想定して日本語対応とし、第二段階は、分散型での登録をする。 


そして英語化も考える。 


■「BIMオブジェクト標準の確立に向けて」 


◎建築と設備のオブジェクト表現の調整 


・用語の定義と仕様表現の共通化・統一化 


 →マニュアルを付けて、それで言葉の統一化を図る。 


・画面表示は文字としても、システムではコード（ID）活用を図れるのか？ 


 →「Stem Prameters」/「NBS National BIM Library」Comparison table の資料、 


４列目の Specifications attribute item IDがコード（ID）で、これをキーとし


ている。言葉の統一化のために項目に入れる言葉は、辞書(表)的なものを作成して


おき、そこから持ってくることを考えている。 


プルダウンメニューも含めて画面設計時の検討項目とする。 


・ジェネリックオブジェクトからメーカーオブジェクトへの切り替えはどのように？ 


→BIMソフトの機能として、入れ替えを行う考えを基本とする。 


BLC側として IDで紐づけが出来る位を考えるが、それ以上は BIM ソフト側の機能。 


BIMソフトベンダーと話はしたいと考えている。 


・NBS（英国 National Building Standard）/ヨーロッパ設備標準（EMCS）との整合 


 配布資料８を基に説明、現地の三菱電機もヨーロッパ仕様で参加している。 


 BIMオブジェクト社も日本にアプローチしてきている。 


◎データーの正確さと責任 


→正確さは段階ごとで要望精度の違いはあるが、検討事項とする。 


メーカーオブジェクトデーターの責任は、メーカーに持ってもらう。 


資料８ BIMオブジェクト標準・参考資料③ 


P2～P9 海外サイト（NBS National BIM Library）の紹介 


P10～P18 海外サイト（MEP Content Library）の紹介 
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→NBS&BIMオブジェクトとのメーカーとの提供規約は入手したい。 


資料５ ＜ビジネスモデルの構築とその将来に向けて＞ 


・P11メーカーの立場の説明をする。 


資料６ BIMオブジェクト標準仕様検討① 


・P3合意事項での必須項目と推奨項目。表現が足りない。必ずしもメーカーオブジェク


トに入っていなくても必須項目にするものがある。 


→検討が必要である。 


・P4作る形状ジェネリックオブジェクト LOD100～300.メーカーオブジェクト LOD300～


400、維持管理では LOD200～300あたりが良いと考える。 


・P5 1つの中間フォーマットを作成するのか？  


  →BIMベンダーが負担するのか両社での歩み寄りとするか、費用負担をどのように


するのか検討が必要である。 


・P6＆7 BLC・BIMライブラリー「属性」連携イメージ 


属性データーは、内部に持ってもよいが BLC検索用には外だし DBも持っている事。 


メーカーからは 1 つのオブジェクトデーターを入手して、LOD200,300,400 と派生


をさせていく。ここにもビジネスがあるように感じる。 


→ビジネスモデルの一環として調査が必要である。 


・属性の連携で、ジェネリックオブジェクトでの設計要件の属性は、メーカーオブジ


ェクトでの実際に選定された属性への連携が、ID を共通にして受け渡すことによ


り連携されることを想定している。 


・運用業務用のオブジェクトデーターをどのような形（LOD）で作成するのか？ 


→FMへの発展も含めての提案であり、BIMライブラリーサイトのメリットも絡んで


BMMCが検討する範疇の様に考える。 


 


資料７ BIMオブジェクト標準仕様検討② 


・P5 メーカーオブジェクトでは、複数のデーター形式を作成すると非効率なために、


BLC標準仕様「ジオメトリー情報」＋「機能（属性）ID情報」をデータ生成ソフ


トで作成し、各 CADベンダー側で変換コンバージョンすることで、各社の BIMオ


ブジェクトが作成できることを想定している。 


・P7 属性、表の説明：属性情報は ID で記述し受け渡しを行い、日本語・英語などの


多言語変換ができる構成になっており、属性＋数値・文字＋単位 ID の組み合わ


せで構成されている。 
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・P8 設備カテゴリー分類は、CI-NET資機材コードを使用しており OmniClass,UniClass


コードとは変換テーブルを作成すれば、連携が可能な構成になっている。 


   今後、建築・設備で使用する分類コードは、日本で使いやすい CINETをベースに


検討を行い、BLC版コードの編成の検討が必要。 


・P9 建築資材でのカテゴリ―分類は以前 CI-NETで作成した。 


・P10［設備仕様属性 ID一覧］説明。 


  更に「Stem Prameters」/「NBS National BIM Library」Comparison table(Chiller・ 


Boiler・AHU・Sanitary・All)〔資料設 WG8-5〕の資料で詳細説明 


・P6,7 第 2段階での海外向け対応。COBie、コンポーネントのプロパティ、IFCパ


ラメータ、NBS タイプパラメータ、BIMSTOREパラメータに分けてそれぞれの項目


を追加している。 


・P11「建築仕様属性 ID一覧」設備と同じ考え方（構成）で記述している。 


 


・どのようにして建築と設備の調整を行うか？ 


→共通管理情報の建築と設備の属性については BLCとして共通化を考える 1100～1600 


・分類コードは、何を基準にするのか、NBSなのか？CI-NETなのか？ 


→日本でのデファクトがあればそれを採用することも検討の一つだが、見当たらない。 


世界での建築に関しては OmniClass,UniClass、NBSは UniClass、BIMオブジェクト


は OmniClassも入っている。 


世界に通じることで考えると、OmniClass,UniClass で検討となる。 


CI-Net利用者もそれなりにいるので、無しとなると問題が有るかも知れない 


→項目を 2つ選ぶのが現実的と考えられる。（CI-Net＋OmniClass or UniClass） 


年末までには決定をする。 


CI-NETとOmniClassとUniClassの比較表を作成する。何に準拠しているのかも調べる。 


→志手先生が 10月末出張で入手する情報と BMMCでもデーター整理をして、二つの情


報を合わせて作り出す。 


・〔資料設 WG8-5〕P6 に記入の COBieは BLCとして必要＆維持管理でも使えるのか？ 


→調査が必要である。 
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23日午後の部 


■「ビジネスモデルの構築とその将来に向けて」配布資料９を基に説明 


◎ビジネスモデル 


 P1 ①（エリア）BIMベンダー ②（エリア）メーカー ③（エリア）BIMオブジェ


クト標準の確立 ④（エリア）BLC*2＋サイト事業者 


 ①～④議論の中心 


◎マーケティングリサーチ案 


 ・P2～7調査方法はアンケート文書の配布とヒアリング（BIMベンダー中心）とし、 


決める事柄は〔母集団/抽出名簿/抽出方法/標本構成/分析方法〕。 


メーカーのリスト化は、まだできていない。 


→現在調査中です。 


＜調査１＞選択したユーザーへのアンケート文書の配布 


＜調査２＞BIMソフトベンダーへの調査・ヒアリング。 


実施時期：調査１ １０月発送、１１月/中旬回収、１１月分析 


      調査２ １０月ヒアリング実施、覚書等調整、１１月締結 


外部への若干の委託も検討中である。 


・P8上 発注仕様の概要（２） 


BLC会員から出てきた質問内容を列記、現実的な質問事項を頂いた。 


・P8下 BIMライブラリーサイトのメリット 


→項目として５つをあげているが、更に意見を下さい。 


◎メーカー・ユーザーのメリットを考える。 


・メーカーなどへのＰＲ戦略 


バナー広告採用は考えている。メーカオブジェクトにもマーク(承認)を考える。 


・エンドユーザーから金をとるのか？ 


→個人から使用料をとるのは難しい、企業からは取ることは検討、意見も頂ける。 


利用者からのユーザー登録はしっかりと行う。 


アクセスをしたユーザー情報は集める仕組みを作る。 


・メーカーでも形のない物（塗料、クロス、、、）のメーカーにたいしてのメリットをど
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のように PRするのか？ 


→検討中である。 


・BIMモデル作成業務も可能か？ 


→可能として、ビジネスモデルの１つとして検討する。 


・BLC認証マークの設定は？ 


→認証マークの扱いと、それの技術的な問題点を洗い出す。 


・マーケティングリサーチ対象としては具体的にはどの範疇か？ 


→まずは BLC会員、東京周辺大手建築事務所＆ゼネコンを対象にする。それらから概


要をつかんで、次の一手を考える。2段階方式 


・属性項目での質問が少ない感があり。入れて欲しい。 


→例えば維持管理に必要な情報メーカーへの質問もしなければいけないが、質問内容、


P5をもう少しバージョンアップする。相手先も検討する。 


・IFCなり DWGをどのネイティブ BIMにするのか？ 


→検討項目です。 


・BLCの属性は、『これが標準です』というのを発表して欲しい。 


 


◎発注仕様の概要 


・BIM対象機器・製品などコンテンツ範囲、企画概要、発注仕様要件書を作成予定。 


 


◎将来構想（ライブラリーの対象範囲と利用形態等） 


・今年末～来春早々に構想(ライブラリー対象範囲と利用形態等)全体確認を行い、


将来構想について再度合同部会開催を予定し進める。 


 


 








建築部会
志手 一哉


（芝浦工業大学）


1







総会の時の報告（抜粋）


2







③ オブジェクト属性の利用場面の設定


•工事契約を締結するための詳細見積りに焦点


基本設計
段階


実施設計/
積算段階


工事
契約


施工段階 完成・引
渡し段階


運用・維持
管理段階


属性項目の利用シーン
施工契約に必要な情報を得ることができる


オブジェクト
の入手


配信時の状態 属性項目利用シーンの状
態ジェネリックオブジェクト メーカーオブジェクト


必須項目 項目は設定するが、情報
は記入できないものもある


項目を設定し、情報はす
べて記入する


すべての情報を記入する


推奨項目 項目は設定するが、情報
は記入されないものもある


項目は設定するが、情報
は記入できないものもある


すべての情報を記入する
ことが望ましい


その他の
項目


項目は設定しない 項目の設定は、メーカー
の判断による


メーカーは、設定した項目
をすべて記入する 3







H29年度活動のスコープとスケジュール


•何のための属性とするか？


• 工事契約を締結するための詳細見積りを作成する業務
に必要な情報を得るため


•何をプロトタイプの対象にするか？


• コンポーネント：建具（窓・ドア）


• レイヤード：壁・床・天井


• アセンブリ：UB・ELV


• いつまでに何をするか？


• 年内に、上記の対象を例として建築系オブジェクトの仕
様を確定し、年度内に総合調整を行う 4







H29年度活動の取組み


•建築系オブジェクト標準の策定作業に着手


【WG1】 ソフトウェアの視点


• 属性項目とBIMソフトウエアの特性
の関係を整理


• ２次元図面化したときの表記・表
現に関する標準化


【WG2】 利用者の視点


• 部会員へのアンケートに基づいて
属性項目の検討・決定


• C-CADECの情報分類を、必須項目
と推奨項目に仕分け


プロトタイプ・オブジェクトを作成し、部会で評価


5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月


建具 壁・床・天井 UB・ELV 総合調整 仮設資材の検討
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現状と課題
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WG 建築部会 計画 実施
4/21
5/12
5/26 ⇒ 6/7 建具
6/9
6/23
7/7
7/21
8/4 ⇒ 8/9 壁・床・天井
8/25 建具
9/8
9/22


10/6 ⇒ 10/11 UB・ELV
10/20
11/10
11/24
12/8 ⇒ 12/13 総合調整
12/22
1/12
1/26
2/9
2/23 ⇒ 未定 仮設資材の検討


建築部会のスケジュール
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「建具」オブジェクトの検討結果


1. 属性項目の決定までに時間をかけて議論した内容
1. 属性項目リストの合意
2. 建具で共通か、窓・ドアごとに共通か、窓・ドアの形式ごとに共通か、
3. 属性の根拠は何か、
4. 形状と連動するパラメータは何か、形状と連動しないプロパティは何か、
5. プロパティの記述はテキストか、コードか、
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【再確認】 ＢＬＣオブジェクト標準をどう考えれば良いのか？


Property Group 内容 例


IFC IFC2x3のcommon property sets Wall
http://www.buildingsmart-
tech.org/ifc/IFC2x4/alpha/html/psd/
IfcSharedBldgElements/Pset_WallCo
mmon.xml


IFC以外 COBie オブジェクトによらずNBSオブジェク
トとして標準化された項目


資産管理、修理に必要な情報、保
証の関係


NBS_General オブジェクトによらずNBSオブジェク
トとして標準化された項目


ファイル名、メーカー名、分類コード
（Uniclass2015）、NBS登録番号、参
照している標準書の版、など


NBS_Data オブジェクトのタイプ別に異なる項
目


形状に関するパラメータ／プロパ
ティ、法規制／性能、部品等のオプ
ション、など


NBS BIM Object Standard v1.3


現在、建築部会で検討している内容
（部分的に“IFC”と被っている）
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http://www.buildingsmart-tech.org/ifc/IFC2x4/alpha/html/psd/IfcSharedBldgElements/Pset_WallCommon.xml





【再確認】 ＢＬＣオブジェクト標準をどう考えれば良いのか？


建築部会のミッションは、
オブジェクトごとの“NBS_Data”に該当する部分の検討だったということ？


BLC標準
トップダウンで確定
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「壁」オブジェクトの検討の進め方（9/8 WGにおける議論の結果）


壁を４タイプに分類する


① 仕上げと躯体壁が一体のもの（湿式のタイル等）：ジェネリック


② 躯体壁とボードの２層のもの（下地＋ボード等）：ジェネリック


③ LGSとボード（軽鉄＋ボード）：ジェネリック／メーカー


④ コンポーネント（パーテーション、ユニットバス等）：メーカー


 外壁表層・躯体・内装壁のオブジェクトを分けて検討し、躯体と断熱材以外をオブ
ジェクト化する


 性能は、工事単位で変えられるように配慮する（遮音、断熱、ホルムアルデヒド等）


 耐火等、認定の壁をオブジェクト化する


 ＡＬＣやアスロックなど既製品の外壁はどういった形状のオブジェクトにするか？


 天井、床も壁に倣って方針を決める 11







今後の議論に関する課題
事務局・運営委員会で検討・決定してほしいこと


マンパワーの補充


• WGの開催に向けた調査・データ整理・オブジェクト例の作成などの準備を専門で担
う人材が不在なため、WG主査や部会長で最低限の準備しかできず、WGの議論が
テンポよく進まない
⇒ BIMソフトウエアを操作できる人材を事務局に専門で配置してほしい


BLCオブジェクト標準の概略の決定


• プロパティグループの分類や内容はNBS標準に倣うのか、否か


• 分類コードシステム（Uniclass, OmniClass等）は何を採用して、どのようなスコープを
設定し、どの団体がメンテナンスをすべきなのか


• 2D/3D  の延長ではなく、“BIM Object”の標準を作るという事務局・運営委員会内で
の合意形成と明確なメッセージ


検討を進めるにあたって


• プロトタイプ作成に関するソフトウエアベンダーの協力に対する協定
12














































































準


備


構


築


BIMベンダー*1 メーカー*1 BLC会員 一般ユーザー BLC*2 サイト事業者
○ジェネリック ○ジェネリック ○ジェネリック
オブジェクト オブジェクト オブジェクト


●メーカー ●メーカー ●メーカー
オブジェクト オブジェクト オブジェクト


BIMオブジェクト
作成・利用規約
★未作成★


BIMオブジェクト
提供規約


BIMオブジェクト
利用規約


BIMライブラリー
構築・運用仕様書
★検討中★


BIMライブラリー
構築規約・運用規約
★未作成★


生成・チェック
ソフト


生成・チェック
ソフト


BIMオブジェクト
作成・利用契約
(年度単位)


BIMオブジェクト
提供契約
(年度単位)


ヒアリング


参加打診 参加打診


（覚書）


デ
ー
タ
作
成
時


デ
ー
タ
登
録
時


BIMライブラリー
構築・運用仕様書


BIMライブラリー
構築・運用契約


モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
会 登録チェック


ソフト


＊１：設計者、ゼネコン等も提供できる
＊２：（一財）BIMライブラリー推進協議会（仮称）への移行を検討中
＊３：知的財産権の侵害、第三者への無断提供、不正なデータ変更等が想定される


ＢＩＭオブジェクト標準の確立


チェック結果
＋ ＋


オジェクト標準に準拠し作成


登録申請書


・報告の確認
・問題発生時
協議


・フィードバック


Ａ．不具合データの指摘
● ●


● ●
Ｂ．部品・製品メンテナンスの中止、製造中止情報


対
処
・
記
録
・
報
告●


Ｃ．ダウンロード状況報告


Ａ,Ｂ,Ｃに加え
知的財産権等*3
チェックの報告


準備・構築・運用の業務の流れ
：黄色部分が運用部会担当予定


BIMオブジェクト
利用契約


BLC会員へ
の試行運用


PR・マーケティングリサーチ


運


用


運用規約


運用仕様書


BIMライブラリー


データ蓄積による
バージョンアップ


1








Autodesk Revit2017 建具sample　【大塚商会】












BLC建築部会・建築ＷＧ ドア・窓（仕様属性項目）検討結果 資料　建１２－５
2017/10/11


8/4建築WG議論反映版→8/9建築部会作業依頼→データ統合→8/25建築WG→9/5木村主査一部修正→9/20LIXIL修正→BLC事務局整理


Revit ArchiCAD Vectorworks A-1 A-4 B-1 A-3 A-6 B-3 A-2 B-2 A-1 A-1 A-4 B-1


【 共通管理情報 】


メーカーコード 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ?


メーカー名(製造会社名) 製造元 メーカー データ＞メーカー 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ YKK AP（株）


メーカーＵＲＬ URL 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ http://www.ykkap.co.jp/


機器分類コード OmniClass番号？ 〇 ◎ ？ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ?


メーカー型番(品番) - データ＞品番 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● -


型式名称(製品名)(商品名) モデル 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ＥＸＩＭＡ８０Ｓｔ


製品リリース年月日 - 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● -


製造停止年月日 - 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● -


BLC仕様書バージョン - BLC仕様書の版番号 ○ 〇 ？ ？ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ?


【 建築･建具(ドア･引き戸)情報 】


<管理項目>


建具設置別（外部か内部） 機能 内外区分 詳細図、及び16章 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 外部 内部90%、外部10% 内部 内部90%、外部10%


建具種別 - 建具種類 建具表 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 鋼製ドア 鋼製建具 鋼製建具 鋼製建具


建具番号 - 建具番号 ラベル＞ID 建具表 ○ 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● SD-○○ SD-○○ SD-○○


建具枝番号 - 枝番 ラベル＞ID 特に記載なし 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● SD-○○A SD-○○A SD-○○A


<建具(ドア･引き戸)仕様項目>


建具材質 ドア データ＞ドアの素材 16章2～7節 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 鋼製 溶融亜鉛めっき鋼板 溶融亜鉛めっき鋼板 溶融亜鉛めっき鋼板


建具仕上仕様 - データ＞ドアの仕上げ 16章4節4項など ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
三方：防錆塗装


下枠：ステンレスへライン
表面材：化粧鋼板


錆止め塗装 錆止め塗装 錆止め塗装


建具仕上色 - 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● Ａ3グラビアグレー 現場仕上色による 現場仕上色による 現場仕上色による


建具形式1(開閉方式) - 一般＞形式 建具表 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 片開き 開き戸 開き戸 開き戸


建具形式2(構造) - 建具表 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ フラッシュ 両面フラッシュ構造 両面フラッシュ構造 両面フラッシュ構造


建具形式3 - 建具表 ○ 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● - - - -


建具勝手（R/Lなど） - 図 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● 右勝手 R/L両方有り R/L両方有り R/L両方有り


建具形式・付属品 - データ＞付属品 特に記載なし 〇 - 錠前・ドアクローザー等 錠前・ドアクローザー等 錠前・ドアクローザー等


防火性能 - データ＞ドアの防火等級16章2節2項 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 特定防火設備 特定防火設備 非防火 非防火及び防火設備


耐風圧性能 最高圧力 - 16章2節2項 ○ 〇 ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ｓ-6 S-6 - S-6


気密性能 気密等級線 - 気密 16章2節2項 ○ 〇 ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ａ-4 A-3 - A-3


水密性能 圧力差 - 16章2節2項 ○ 〇 ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ - W-1 - W-1


遮音性能 遮音等級線 - 遮音 16章2節2項 ○ 〇 ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ｔ-3 T-2 T-1


断熱性能 標準化(された)熱貫流 - 16章2節2項 ○ 〇 ◎ × ● ◎ × ● ◎ ● ◎ ◎ ◎ Ｈ-5 H-2,H-3 - -


耐震性 地震に対する性能 - 16章2節2項 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ｄ-3 オプション オプション オプション


建具寸法・Ｗ 幅 幅 一般＞幅 建具表 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 片開き950以内 片開き950以内 片開き950以内


建具寸法・Ｈ 高さ 高さ 一般＞高さ 建具表 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2400以内 2400以内 2400以内


親扉寸法・Ｗ - 親扉の幅 一般＞扉の幅1 建具表 ○ 〇 × × × × × × ◎ ◎ × × × 950以内 950以内 950以内


親扉寸法・Ｈ - 開口高さ 建具表 ○ 〇 × × × × × × ◎ ◎ × × × 2400以内 2400以内 2400以内


子扉寸法・Ｗ - 子扉開口幅 一般＞扉の幅2 建具表 ○ 〇 × × × × × × ◎ ◎ × × × - 300以上950以内　※1 300以上950以内　※1 300以上950以内　※1


ランマ寸法・Ｈ - 欄間高さ 一般＞欄間の立ち上がり高さ 建具表 ○ 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


呼び寸法・Ｈ - 特に記載なし 〇 ？ ？ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × - 上部内法、下部床面 上部内法、下部床面 上部内法、下部床面


呼び寸法・Ｗ - 特に記載なし 〇 ？ ？ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × - 内法 内法 内法


くぐり戸寸法・Ｗ - 建具表 ○ 〇 × × × × × × × × × × × - 750以上 - -


くぐり戸寸法・Ｈ - 建具表 ○ 〇 × × × × × × × × × × × - 1800以上 - -


配置レベル（設置高さ） 下枠高さ 配置位置 一般＞高さ位置の調整 特に記載なし 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 床から150以内 - -


枠・材質 ドア枠 枠 材質 建具表、詳細図 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 鋼製 溶融亜鉛めっき鋼板 溶融亜鉛めっき鋼板 溶融亜鉛めっき鋼板


枠・仕上仕様 - 枠 仕上 建具表、詳細図 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 三方：防錆塗装 錆止め塗装 錆止め塗装 錆止め塗装


枠・仕上色 - 特に記載なし 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 塗装 現場仕上色による 現場仕上色による 現場仕上色による


枠・見込 - 枠見込 だき＞奥行き 建具表、詳細図 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 80 100 100 100


枠・見付 ドア枠見附 枠見付 だき＞幅 建具表、詳細図 ○ 〇 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 三方：40、下枠35 25 25 25


額形状 - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × ● ● ● - - - 額なし


額サイズ・Ｗ - 額縁＞幅？ 特に記載なし 〇 × × × × × × × × ● ● ● - - - -


額サイズ・Ｈ - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × ● ● ● - - - -


沓摺・材質 - データ＞沓ズリ詳細 建具表、詳細図 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × ステンレスヘアライン SUS304 SUS304 SUS304


沓摺・形状 - 建具表、詳細図 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × 標準 外部段付き、内部フラット 外部段付き、内部フラット 外部段付き、内部フラット


ガラス・種類１ - 建具表、詳細図 ○ 〇 × × ◎ × × ◎ × ◎ ● ● ● - - - 型板ガラス


ガラス・厚さ１ - 扉＞ガラス扉のガラスの厚み16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × ◎ × × ◎ × ◎ ● ● ● - - - ４mm


ガラス・寸法・Ｗ - 16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × ◎ × × ◎ × ◎ ● ● ● - - - 150、700以内
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属性項目 国交省公共仕様書・標準図摘要
各ソフトウエアにおける標準的なオブジェクトと合致する属性項目


■表の概要
【建具寸法の仮定】
・片開きドア　900×2000
・両開きドア　1800×2000
・親子ドア　1200×2000
・引き違い窓：2枚（腰壁付き）　1800×1500　ｈ＝500
・引き違い窓：2枚（掃き出し）　1800×2000
【属性項目の定義】
◎　必須（メーカーオブジェクトは何らかの情報が入力されている）
●　推奨（属性項目は設定するが、空欄かn/aとなっているものもある）
×　該当する項目があるオブジェクトについては「必須」と同じ扱い（該当する項目の無いオブジェクトは属性項目を設定しない）
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属性項目 国交省公共仕様書・標準図摘要
各ソフトウエアにおける標準的なオブジェクトと合致する属性項目


■表の概要
【建具寸法の仮定】
・片開きドア　900×2000
・両開きドア　1800×2000
・親子ドア　1200×2000
・引き違い窓：2枚（腰壁付き）　1800×1500　ｈ＝500
・引き違い窓：2枚（掃き出し）　1800×2000
【属性項目の定義】
◎　必須（メーカーオブジェクトは何らかの情報が入力されている）
●　推奨（属性項目は設定するが、空欄かn/aとなっているものもある）
×　該当する項目があるオブジェクトについては「必須」と同じ扱い（該当する項目の無いオブジェクトは属性項目を設定しない）
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ガラス・寸法・Ｈ - 16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × ◎ × × ◎ × ◎ ● ● ● - - - 730


ガラス・種類２ - 16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × × × × × × × × × × - - - 網入り


ガラス・厚さ２ - 16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × × × × × × × × × × - - - 6.8㎜


ガラス・寸法・Ｗ２ - 16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × × × × × × × × × × - - - 150、700以内


ガラス・寸法・Ｈ２ - 16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × × × × × × × × × × - - - 730


ガラス・種類３ - 建具表、詳細図 ○ 〇 ？ ？ × × × × × × × × × × × - - - フロートガラス


ガラス・厚さ３ - 16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × × × × × × × × × × - - - 5㎜


ガラス・寸法・Ｗ３ - 16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × × × × × × × × × × - - - 150、700以内


ガラス・寸法・Ｈ３ - 16章14節 ○ 〇 ？ ？ × × × × × × × × × × × - - - 730


ガラス・法規 - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - - - 網入りラインガラスは非防火


ガラス・性能 - 性能で求められた種類や 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


ガラス・その他 - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


ガラリ・材質 サッシガラス 建具表、詳細図 ○ 〇 × ◎ × × ◎ × × × × × × - - 溶融亜鉛めっき鋼板 -


ガラリ・仕上仕様 - 特に記載なし 〇 × ◎ × × ◎ × × × × × × - - 錆止め塗装 -


ガラリ・仕上色 - 特に記載なし 〇 × ◎ × × ◎ × × × × × × - - 現場仕上色による -


ガラリ・形状 - 建具表、詳細図 ○ 〇 × ◎ × × ◎ × × × × × × - - 片流れ（Ⅱ型）、山形（Ⅲ型） -


ガラリ・寸法・Ｗ - 建具表、詳細図 ○ 〇 × ◎ × × ◎ × × × × × × - - 150、700以内 -


ガラリ・寸法・Ｈ - 建具表、詳細図 ○ 〇 × ◎ × × ◎ × × × × × × - - 450～700 -


ガラリ・開口率 - 建具表、詳細図 ○ 〇 × ◎ × × ◎ × × × × × × - - Ⅱ型=35％、Ⅲ型は25％ -


ガラリ・ダンパー - 防火戸に含まれる項目 〇 × ◎ × × ◎ × × × × × × - - ヒューズダンパー　※2 -


ガラリ・材質：ランマ - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


ガラリ・仕上１：ランマ - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


ガラリ・仕上２：ランマ - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


ガラリ・形状：ランマ - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


ガラリ・寸法・Ｗ：ランマ - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


ガラリ・寸法・Ｈ：ランマ - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


ガラリ・開口率：ランマ - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - - - -


ガラリ・ダンパー：ランマ - 特に記載なし 〇 × × × × × × × × × × × - -


建具金物・錠 - 錠 金物セット＞鍵コード 16章8節　建物用金物 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × レバーハンドル鎌錠 掘込み錠 掘込み錠 掘込み錠


建具金物･錠･ｼﾘﾝﾀﾞｰｻｲﾄﾞ - 16章8節　建物用金物 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × 内：サムターン、外：シリンダー シリンダ・サムターン シリンダ・サムターン シリンダ・サムターン


建具金物･ヒンジ - ヒンジ 16章8節　建物用金物 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × 旗丁番 彫込み丁番 彫込み丁番 彫込み丁番


建具金物･ハンドル - 握り玉/取手 16章8節　建物用金物 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × レバーハンドル レバーハンドル レバーハンドル レバーハンドル


建具金物･クローザー - クローザー 金物セット＞クローザー 16章8節　建物用金物 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × 標準　90度ストップ ストップなしドアクローザ ストップなしドアクローザ ストップなしドアクローザ


建具金物･戸当たり - 戸当り 金物セット＞ストッパー 16章8節　建物用金物 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × 床付けタイプ 床付または壁月付 床付または壁月付 床付または壁月付


建具金物･フランス落し - フランス落し 16章8節　建物用金物 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × - フランス落し　※1 フランス落し　※1 フランス落し　※1


建具金物･順位調整器 - 順位調整器 16章8節　建物用金物 ○ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × - 順位調整器　※1 順位調整器　※1 順位調整器　※1


建具金物・水切り - 製作図による 〇 × × × × × × × × ● ● ●


建具金物・網戸 - 製作図による 〇 × × × × × × × × ● ● ●


建具金物・指詰め防止 - 製作図による 〇 × × × × × × × × ● ● ●


建具金物・額縁アングル - 製作図による 〇 × × × × × × × × ● ● ●


建具金物・その他 - 金物セット＞特記 製作図による 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ドアガード、ドアアイ - - -


備考 - 備考 製作図による 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ※1　親子、両開きの場合 ※1　親子、両開きの場合 ※1　親子、両開きの場合


※2　防火戸の場合 ※2　防火戸の場合
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Revit ArchiCAD Vectorworks


【 共通管理情報 】


メーカーコード


メーカー名(製造会社名) 製造元 メーカー データ＞メーカー


メーカーＵＲＬ URL


機器分類コード OmniClass番号？


メーカー型番(品番) - データ＞品番


型式名称(製品名)(商品名) モデル


製品リリース年月日 -


製造停止年月日 -


BLC仕様書バージョン - BLC仕様書の版番号


【 建築･建具(ドア･引き戸)情報 】


<管理項目>


建具設置別（外部か内部） 機能 内外区分 詳細図、及び16章


建具種別 - 建具種類 建具表


建具番号 - 建具番号 ラベル＞ID 建具表


建具枝番号 - 枝番 ラベル＞ID 特に記載なし


<建具(ドア･引き戸)仕様項目>


建具材質 ドア データ＞ドアの素材 16章2～7節


建具仕上仕様 - データ＞ドアの仕上げ 16章4節4項など


建具仕上色 -


建具形式1(開閉方式) - 一般＞形式 建具表


建具形式2(構造) - 建具表


建具形式3 - 建具表


建具勝手（R/Lなど） - 図


建具形式・付属品 - データ＞付属品 特に記載なし


防火性能 - データ＞ドアの防火等級16章2節2項


耐風圧性能 最高圧力 - 16章2節2項


気密性能 気密等級線 - 気密 16章2節2項


水密性能 圧力差 - 16章2節2項


遮音性能 遮音等級線 - 遮音 16章2節2項


断熱性能 標準化(された)熱貫流 - 16章2節2項


耐震性 地震に対する性能 - 16章2節2項


建具寸法・Ｗ 幅 幅 一般＞幅 建具表


建具寸法・Ｈ 高さ 高さ 一般＞高さ 建具表


親扉寸法・Ｗ - 親扉の幅 一般＞扉の幅1 建具表


親扉寸法・Ｈ - 開口高さ 建具表


子扉寸法・Ｗ - 子扉開口幅 一般＞扉の幅2 建具表


ランマ寸法・Ｈ - 欄間高さ 一般＞欄間の立ち上がり高さ 建具表


呼び寸法・Ｈ - 特に記載なし


呼び寸法・Ｗ - 特に記載なし


くぐり戸寸法・Ｗ - 建具表


くぐり戸寸法・Ｈ - 建具表


配置レベル（設置高さ） 下枠高さ 配置位置 一般＞高さ位置の調整 特に記載なし


枠・材質 ドア枠 枠 材質 建具表、詳細図


枠・仕上仕様 - 枠 仕上 建具表、詳細図


枠・仕上色 - 特に記載なし


枠・見込 - 枠見込 だき＞奥行き 建具表、詳細図


枠・見付 ドア枠見附 枠見付 だき＞幅 建具表、詳細図


額形状 - 特に記載なし


額サイズ・Ｗ - 額縁＞幅？ 特に記載なし


額サイズ・Ｈ - 特に記載なし


沓摺・材質 - データ＞沓ズリ詳細 建具表、詳細図


沓摺・形状 - 建具表、詳細図


ガラス・種類１ - 建具表、詳細図


ガラス・厚さ１ - 扉＞ガラス扉のガラスの厚み16章14節


ガラス・寸法・Ｗ - 16章14節


属性項目 国交省公共仕様書・標準図摘要
各ソフトウエアにおける標準的なオブジェクトと合致する属性項目


■表の概要
【建具寸法の仮定】
・片開きドア　900×2000
・両開きドア　1800×2000
・親子ドア　1200×2000
・引き違い窓：2枚（腰壁付き）　1800×1500　ｈ＝500
・引き違い窓：2枚（掃き出し）　1800×2000
【属性項目の定義】
◎　必須（メーカーオブジェクトは何らかの情報が入力されている）
●　推奨（属性項目は設定するが、空欄かn/aとなっているものもある）
×　該当する項目があるオブジェクトについては「必須」と同じ扱い（該当する項目の無いオブジェクトは属性項目を設定しない）


備　考


214870 ? 協会登録Ｎｏ？ 214870 ? 協会登録Ｎｏ？


株式会社LIXIL YKK AP（株） 各社名 株式会社LIXIL YKK AP（株） 各社名


http://www.biz-lixil.com/ http://www.ykkap.co.jp/ 各社ＵＲＬ http://www.biz-lixil.com/ http://www.ykkap.co.jp/ 各社ＵＲＬ


n/a ? 協会分類コードＮｏ？ n/a ? 協会分類コードＮｏ？


- - ― - - ―


PRO-SE ＥＸＩＭＡ３１ 各社商品名 PRO-SE ＥＸＩＭＡ３１ 各社商品名


- - ― - - ―


（ブランク） - ― （ブランク） - ―


n/a ? ― n/a ? ―


外部 外部 外部 外部 外部 外部


アルミ製窓 アルミニウム合金製建具 アルミニウム合金製建具 アルミ製窓 アルミニウム合金製建具 アルミニウム合金製建具


（ブランク） ＡＷ－○○ （ブランク） ＡＷ－○○


（ブランク） ＡＷ－○○Ａ （ブランク） ＡＷ－○○Ａ


アルミ製 アルミニウム合金製 アルミニウム合金 アルミ製 アルミニウム合金製 アルミニウム合金


電解着色仕上げ 陽極酸化複合被膜 陽極酸化複合被膜 電解着色仕上げ 陽極酸化複合被膜 陽極酸化複合被膜


シルバー艶消し（ナチュラル
シルバー）


NTB-ステン（シャイング
レー）


NTB-2号
NTB-5号（ブラック）
特注色 NTB-4号


特注色 オータムブラウン
特注色 ホワイト


ステン ＹＨ1Ｎ 各社仕上色名称


シルバー艶消し（ナチュラル
シルバー）


NTB-ステン（シャイング
レー）


NTB-2号
NTB-5号（ブラック）
特注色 NTB-4号


特注色 オータムブラウン
特注色 ホワイト


シルバー ＹＳ1Ｎ 各社仕上色名称


引違い窓 引違い 引違い 引違い窓 引違い 引違い


（ブランク） かまち かまち （ブランク） かまち かまち


（ブランク） - ― （ブランク） - ―


－ 正勝手 正勝手 － 正勝手 正勝手


－ - ― － - ―


防火設備／
防火指定なし


防火設備 防火設備
防火設備／


防火指定なし
なし 防火設備


S-4／S-5／S-6／S-7 Ｓ-7 - S-4／S-5／S-6／S-7 Ｓ-7 各社仕様


A-3／A-4 Ａ-4 各社仕様 A-3／A-4 Ａ-4 各社仕様


W-4／W-5 Ｗ-5 各社仕様 W-4／W-5 Ｗ-5 各社仕様


なし／T-1／T-2／T-3 Ｔ-2 各社仕様 なし／T-1／T-2／T-3 Ｔ-2 各社仕様


なし／H-1／H-2 Ｈ-2 各社仕様 なし／H-1／H-2 Ｈ-2 各社仕様


なし - ― なし - ― 面内変形追随性（YKKAP）


1800 内法寸法 1800 内法寸法


1500 内法寸法 2000 内法寸法


－ - ― － ―


－ - ― － ―


－ - ― － ―


－ - ― － ―


－ - ― － ―


－ - ― － ―


－ - ― － ―


－ - ― － ―


500 ＦＬからの下枠部（額縁部） 0 ＦＬからの下枠部（額縁部）


アルミ製 アルミニウム合金製 ― アルミ製 アルミニウム合金製 ―


電解着色仕上げ 陽極酸化複合被膜 ― 電解着色仕上げ 陽極酸化複合被膜 ―


シルバー艶消し（ナチュラル
シルバー）


NTB-ステン（シャイング
レー）


NTB-2号
NTB-5号（ブラック）
特注色 NTB-4号


特注色 オータムブラウン
特注色 ホワイト


ステン ＹＨ1Ｎ ―


シルバー艶消し（ナチュラル
シルバー）


NTB-ステン（シャイング
レー）


NTB-2号
NTB-5号（ブラック）
特注色 NTB-4号


特注色 オータムブラウン
特注色 ホワイト


シルバー ＹＳ1Ｎ ―


70 70 70 70 70 70


30／35／45／60 上：30、下：55、縦：25 各社寸法（上、下、縦） 30／35／45／60 上：30、下：55、縦：25 各社寸法（上、下、縦）


－ - タイプ別 － - タイプ別 建築工事標準詳細図（日本サッシ協会）


－ - 各社寸法 － - 各社寸法


－ - 各社寸法 － - 各社寸法


－ - ― － - ―


－ - ― － - ― 標準、フラット（YKKAP）


（ブランク） 建築図表記 （ブランク） 建築図表記


（ブランク） 建築図表記 （ブランク） 建築図表記


（ブランク） ― （ブランク） ― アイテム毎のガラス切断寸法表あり（YKKAP）、各社ガラス切断寸法表（日本サッシ協会）
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（LIXIL)


n/a：記入しなければならないが、何を記入したらよいか不明の項目


－ ：LIXILとしては なし または、記入しない項目


（LIXIL）


窓：室内側からの施錠のみ


ドア：室外から施錠できるもの


建具形式・付属品


単窓で検討しています（LIXIL）


（LIXIL）


サッシの性能


http://tostem.lixil.co.jp/support/maintenance/sash/a11_04_5.htm
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Revit ArchiCAD Vectorworks


属性項目 国交省公共仕様書・標準図摘要
各ソフトウエアにおける標準的なオブジェクトと合致する属性項目


■表の概要
【建具寸法の仮定】
・片開きドア　900×2000
・両開きドア　1800×2000
・親子ドア　1200×2000
・引き違い窓：2枚（腰壁付き）　1800×1500　ｈ＝500
・引き違い窓：2枚（掃き出し）　1800×2000
【属性項目の定義】
◎　必須（メーカーオブジェクトは何らかの情報が入力されている）
●　推奨（属性項目は設定するが、空欄かn/aとなっているものもある）
×　該当する項目があるオブジェクトについては「必須」と同じ扱い（該当する項目の無いオブジェクトは属性項目を設定しない）


ガラス・寸法・Ｈ - 16章14節


ガラス・種類２ - 16章14節


ガラス・厚さ２ - 16章14節


ガラス・寸法・Ｗ２ - 16章14節


ガラス・寸法・Ｈ２ - 16章14節


ガラス・種類３ - 建具表、詳細図


ガラス・厚さ３ - 16章14節


ガラス・寸法・Ｗ３ - 16章14節


ガラス・寸法・Ｈ３ - 16章14節


ガラス・法規 - 特に記載なし


ガラス・性能 - 性能で求められた種類や


ガラス・その他 - 特に記載なし


ガラリ・材質 サッシガラス 建具表、詳細図


ガラリ・仕上仕様 - 特に記載なし


ガラリ・仕上色 - 特に記載なし


ガラリ・形状 - 建具表、詳細図


ガラリ・寸法・Ｗ - 建具表、詳細図


ガラリ・寸法・Ｈ - 建具表、詳細図


ガラリ・開口率 - 建具表、詳細図


ガラリ・ダンパー - 防火戸に含まれる項目


ガラリ・材質：ランマ - 特に記載なし


ガラリ・仕上１：ランマ - 特に記載なし


ガラリ・仕上２：ランマ - 特に記載なし


ガラリ・形状：ランマ - 特に記載なし


ガラリ・寸法・Ｗ：ランマ - 特に記載なし


ガラリ・寸法・Ｈ：ランマ - 特に記載なし


ガラリ・開口率：ランマ - 特に記載なし


ガラリ・ダンパー：ランマ - 特に記載なし


建具金物・錠 - 錠 金物セット＞鍵コード 16章8節　建物用金物


建具金物･錠･ｼﾘﾝﾀﾞｰｻｲﾄﾞ - 16章8節　建物用金物


建具金物･ヒンジ - ヒンジ 16章8節　建物用金物


建具金物･ハンドル - 握り玉/取手 16章8節　建物用金物


建具金物･クローザー - クローザー 金物セット＞クローザー 16章8節　建物用金物


建具金物･戸当たり - 戸当り 金物セット＞ストッパー 16章8節　建物用金物


建具金物･フランス落し - フランス落し 16章8節　建物用金物


建具金物･順位調整器 - 順位調整器 16章8節　建物用金物


建具金物・水切り - 製作図による


建具金物・網戸 - 製作図による


建具金物・指詰め防止 - 製作図による


建具金物・額縁アングル - 製作図による


建具金物・その他 - 金物セット＞特記 製作図による


備考 - 備考 製作図による


備　考
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（ブランク） ― （ブランク） ― アイテム毎のガラス切断寸法表あり（YKKAP）、各社ガラス切断寸法表（日本サッシ協会）


（ブランク） 建築図表記 （ブランク） 建築図表記


（ブランク） 建築図表記 （ブランク） 建築図表記


（ブランク） ― （ブランク） ― アイテム毎のガラス切断寸法表あり（YKKAP）、各社ガラス切断寸法表（日本サッシ協会）


（ブランク） ― （ブランク） ― アイテム毎のガラス切断寸法表あり（YKKAP）、各社ガラス切断寸法表（日本サッシ協会）


（ブランク） 建築図表記 （ブランク） 建築図表記


（ブランク） 建築図表記 （ブランク） 建築図表記


（ブランク） ― （ブランク） ― アイテム毎のガラス切断寸法表あり（YKKAP）、各社ガラス切断寸法表（日本サッシ協会）


（ブランク） ― （ブランク） ― アイテム毎のガラス切断寸法表あり（YKKAP）、各社ガラス切断寸法表（日本サッシ協会）


（ブランク） （ブランク）


（ブランク） （ブランク）


（ブランク） （ブランク）


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


クレセント クレセント L= 60 クレセント（各社寸法） クレセント クレセント L=80 クレセント（各社寸法）


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - ― － - ― 壁付けタイプ、床付けタイプ（YKKAP）


－ - ― － - ―


－ - ― － - ―


－ - 付属金物（テキスト） － - 付属金物（テキスト）


4 ページ





